




場といった、次の生活域に移動していくことがわかりました。  
 

稚魚は何を食べているの

か 

 平成 20年 6月に採集された

113 尾の消化管内容物を分析

し、砂浜海岸浅海域で生活す

るトラフグ稚魚が何を食べて

いるのかを調査しました。分

析の結果、消化管が空の個体

はなく、すべての稚魚が何ら

かの餌生物を食べていました。

分類群別の出現頻度（ある生

物を食べている個体の全個体に対する割合）は、高い順に端脚類（ヨコエビやワレカラの

仲間）88.5％、十脚類（エビやカニの仲間）58.4％、多毛類（ゴカイの仲間）51.3％、昆虫

類 43.4％でした（図 3）。昆虫類はハエやアリの成虫など陸生の昆虫で、海産魚の餌生物と

して昆虫類が出現するのは珍しく、陸と海の接点である砂浜海岸の波打ち際ならではの食

性と考えられました。分析の結果、トラフグ稚魚は多様な種類の餌生物を複合的に利用で

き、その摂餌状況から同所はトラフグ稚魚にとって良好な餌環境にあると考えられました。 
 
まとめ 

 同系群のトラフグは、親魚量と加入量との間に明瞭な関連性が見いだせないことから、

親魚量以外に加入の良否を決める要因の解明が望まれています。これには、加入初期（卵

や仔稚魚時代）の減耗が何に起因するのかを突き止める必要があり、仔稚魚の分布域や摂

餌状況など、初期生態の解明は重要な課題と考えています。また、栽培漁業対象種として、

人工種苗の生産、放流が行われているトラフグにとって、稚魚期の食性は、種苗生産期に

与える餌料の内容を検討するうえでも重要な知見と考えます。  
 今後は、同様の調査を継続し、採集量と同年級群の加入量との関係を検討し、早期の漁

況予測に活用できないかを検討していく予定です。  
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図 3 トラフグ稚魚が食べていた生物の出現頻度 





 

 

小さなビックリ箱 ～稚仔魚たちの世界へようこそ～ 

 
資源開発管理研究課 岡田 誠 

 
 「あじ」、「さば」、「いわし」といった、私たちの食卓にとって欠くことのできない重要

な魚は、多くの卵を産み、卵や孵化した仔魚は海を漂います。それらの魚がどこでどのく

らい卵を産んだのかという情報は、資源の状態を把握するうえできわめて重要です。しか

し、卵や仔魚は非常に小さく、ほとんど透明で、普通は目に見えません。そこで、プラン

クトンネットを使って海水中にいる小さな生き物を集め、その中にいる重要魚の卵や仔魚

を拾い出し、種類に分け、数えることでこうした情報を得ています。書くのは簡単ですが、

多くが顕微鏡下での作業で、結果までたどり着くには、根気と手間と知識が必要です。  
 
写真（左）  

プランクトンネットによる  

採集。  

写真（右）  

採集されたプランクトン。  

この中に稚仔魚も含まれる。  

 
 
  
 

この卵稚仔調査は 1979 年から毎月、熊野灘や伊

勢湾の定点で行われ、その結果は全国から集めら

れたデータとともに蓄積、管理され、資源評価な

どで活用されています。 
 当然、プランクトンネットの中には、資源評価  
の対象となっている重要種の卵稚仔以外にも様々

な生き物が入ってきます。サンプル瓶の中のサンプルをスポイトで少しシャーレに取り、

顕微鏡で覗いてみると、そこには絡み合うように折り重なった、不思議な形をした様々な

生き物を見ることができます。こうした分野の研究者にとって、この小さなサンプル瓶は

まさに「ビックリ箱」といったところでしょうか。  
 今回は、同調査で得られた重要種以外の稚仔魚のほんの一部をご紹介します。一般に、

稚仔魚の形態は成魚と異なります。それは骨や鰭、鱗などが未形成、あるいは形成途中で

あることも理由の一つですが、それだけではありません。稚仔魚の発育は、一直線に成魚

の形態を完成させるようには進まず、奇妙奇天烈な姿を経ることが少なくないからです。

言葉ではとても表現できない、ユニークな稚仔魚の姿をとおして、海の中の奥深さや多様

性を感じていただければ幸いです。  
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写真  

左列上から、 

ソコイワシ（ニギス目ソコイワシ科）、 

キュウリエソ（ワニトカゲギス目ヨコエソ科）、 

ナガハダカ、アラハダカ、オオクチイワシ 

（以上 3 種、ハダカイワシ目ハダカイワシ科）、 

右列上から、 

ユメカサゴ（カサゴ目フサカサゴ科）、 

フウライカマス（スズキ目クロタチカマス科）、 

ナガダルマガレイ属不明種（カレイ目ダルマガレイ科）、 

ウシノシタ科不明種（カレイ目ウシノシタ科）。 



水産遺伝育種の国際シンポジウムに参加して 

 
水産資源育成研究課  青木秀夫  

 
2012 年 6 月 25 日から 29 日にかけて、アメリカ合衆国アラバマ州にあるオーバーン大学

において、国際水産遺伝育種シンポジウム（ International Symposium on Genetics in 
Aquaculture）が開催されました。このシンポジウムは、養殖対象種の遺伝・育種分野の基

礎研究や実用的な技術の開発に関する成果発表や意見交換、また研究者間のネットワーク

づくりを推進することを目的に、3 年に 1 回開催され、今回で 11 回目となります。会場と

なったオーバーン大学は、1856 年に創立された伝統ある大学で、1930 年代より内水面漁業

の研究を行い、60 年代にはチャネルキャットフィッシュ（ナマズの仲間）の育種研究を開

始している水産研究では米国を代表する大学の一つです。  
このシンポジウムへの参加者数は、アメリカ、ヨーロッパ、アジアなどから約 180 名に

のぼり、口頭・ポスター発表あわせて 144 題の演題が行われました。 
筆者は、「選抜育種によるアコヤガイの生残率

と真珠品質の改良」と題して口頭発表を行いま

した。三重県水産研究所では、現在、農林水産

省からの委託事業「真珠挿核技術イノベーショ

ンと高生残・高品質スーパーアコヤ貝の現場へ

の導入による革新的真珠養殖実証研究」を実施

しています。この事業では、生残性に優れ、品

質の良好な真珠を生産するアコヤガイ（「スーパ

ーアコヤ貝」と称しています）の現場での実用

性の評価と普及に取り組んでいます。また、真

珠層白色系や厚巻き真珠生産系のアコヤガイの

育種なども研究開発を行っており、シンポジウ

ムではそれらの成果を発表しました。  
シンポジウムへの参加者による研究対象種は、

養殖重要種のサケ科魚類、淡水魚が中心で、貝

類、なかでも真珠貝についての発表は、オース

トラリアの James Cook 大学のグループしかあ

りませんでしたが、グループを率いる D.R. 
Jerry 博士と交流でき、研究の方向性等につい

て意見交換できたことは有意義でした。また、

中国の研究者は、日本での真珠養殖や技術開発

の状況について関心が高いようでした（もちろ

ん、他の養殖魚貝類にも関心が高い）。  
今回発表された数々の研究内容を自分なりに整理すると、DNA 等の遺伝情報を利用し

た育種技術を開発するという目的の研究が多く、そういった研究に人や研究費が多く投

 
図 1．オーバーン大学の象徴である  

「WILLIAM J. SAMFORD HALL」 

 
図 2．シンポジウムの開催場所  

「オーバーン大学ホテル」  
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入されていると感じました。3 年前に開催されたシンポジウムのときと比べて、この分野

の研究発表の量と質はかなりアップしたように思います。しかし気になるその開発レベ

ルは、現状では遺伝情報を用いた育種技術の現場での成功例はほとんどなく、生物の遺

伝的な特性の解明やそれらを利用した育種に使えそうなツール開発の段階にとどまって

います。今後は、各研究機関で遺伝情報を用いた、現場で使える効率的な育種技術の開

発が進められるものと考えられます。DNA 解析の手法は、精度、効率、コストの面で日

進月歩であり、次々と新しい技術が開発されている状況です。先の D.R. Jerry 博士のグル

ープでも、DNA 解析を用いた真珠貝の品種改良を研究テーマとしており、今後の成果や

動向に注目したいと思っています。  
シンポジウムへの日本からの参加者は筆者を含めて 14 名（大学、水産総合研究センタ

ーほか）で、前回の半分程度と少なくなりましたが、いずれも研究成果のレベルは高く、

各国の研究者からの評価、関心も高いようでした。一方で、前回のシンポジウムには少

なかった中国人の参加者数が今回は日本人より多く、研究発表の分野も多岐にわたって

いて、中国での研究活動が盛んになってきていることがうかがえました（中国人による

国際科学雑誌への論文数も近年増えています）。  
今回のシンポジウムでは、当研究所の研究成果を発信するとともに、各国の研究者と

直接コミュニケーションをとって情報の収集や意見交換を行うことができ、筆者には大

変貴重で有意義な経験となりました。今後は、シンポジウムで得られた情報を当研究所

で行う育種あるいは養殖技術に関する研究に活用したいと考えます。  
 
 
 
 

  

図 3．研究発表の会場および発表の様子 



発行予告！「三重県沿岸海域 プランクトン図鑑」 
 

水圏環境研究課 畑 直亜 

 

赤潮による漁業被害や貝毒による食中毒を防止するためには、プランクトンの発生状況

をモニタリングし、有害・貝毒プランクトンの増加をいち早く察知して、対策を行なうこ

とが重要です。三重県では、既に、漁業者や漁協関係者、県市町の行政関係者など、多く

の方々にプランクトンのモニタリングに取り組んでいただいております。しかし、このよ

うな皆様から「プランクトンの同定は難しい」「現場で使える、わかりやすい図鑑が欲しい」

との声が数多く寄せられておりました。そこで、このたび「三重県沿岸海域 プランクト

ン図鑑」を作成、配布させていただくこ

とになりました。  
本書では、水産研究所の研究員が、経

験上、プランクトンを同定する際に、特

にポイントとしている部分を、わかり易

く図説にしました。実際のイメージに、

より近い形でプランクトンの形態や動き

を確認していただくため、動画が添付さ

れている種類もあります。プランクトン

別の図説は全 40 種類で、三重県沿岸海域

で発生する主要な有害・貝毒プランクト

ンの大部分を収録しています。  
新しくプランクトンのモニタリングを

始める方にとって、プランクトンの同定

は非常に取っ付きにくいもののようです。

そこで、本書では、初めての方でも、同

定の取っ掛かりである「分類群の推定」

が簡単に行なえるような図版「分類群（グ

ループ）の検索」を収録しました。そし

て、この図版で分類群を推定した後は、

「プランクトン写真一覧」による絵あわ

せで「プランクトン別図説」にたどり着くように工夫したことも本書の特徴です。プラン

クトンの同定は難しいと思わずに、気軽に「分類群（グループ）の検索」ページから同定

にチャレンジしていただければと思います。  
図鑑は 12 月頃から配布予定です。プランクトンのモニタリングに携わっておられる漁

業者や漁協関係者、県市町の行政関係者など、多くの皆様に本書をご活用いただくととも

に、本書が新しくプランクトンの同定を始められる方の手引き書になれば幸いです。  
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写真１． 

新たな「三重県沿岸海域プランクトン図鑑」  



写真２．プランクトン図鑑の内容 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 三重県魚類養殖勉強会が開催されました 

 
尾鷲水産研究室 土橋靖史  

 

 ８月 22 日に大紀町錦において、第１回三重県魚類養殖勉強会が三重県海水養魚協議会と

三重県水産研究所の共催で開催され、三重県水産研究所の研究員が講師をつとめました。

三重県南部地域では魚類養殖業が重要な産業となっていますが、餌料や燃油の高騰により、

漁家経営は厳しいものとなっています。  
そこで、魚類養殖業者の方々の養殖技術の向上と共通認識の確立を目的として、同勉強

会が開催されました。第１回の勉強会では、「魚病」をテーマとして下記の内容で講演し、

魚類養殖業者の方々に、基礎的な事から最新の情報まで幅広い養殖技術の手法や知識を習

得していただきました。 
●勉強会の内容  
○「マダイに発生する主な魚病の症状およびその対策について」  

                      水産資源育成研究課 田中真二  
○「ミモザタンニン投与によるマダイエドワジエラ症予防の可能性について」  

                      尾鷲水産研究室   土橋靖史  
○「マハタ VNN（転覆病）ワクチンの製造販売について」  

                      尾鷲水産研究室   土橋靖史  
勉強会には魚類養殖業者をはじめとして 25 名の参加がありました。意見交換の時間で

は、「魚病の発生状況について、地区や種苗毎の傾向があるか」、「ミモザタンニンについて、

投与方法や他の魚病原因細菌への作用は」、「マハタ VNN ワクチンについて、接種可能な

サイズや価格は」など、活発な質問や意見がでました。今後もこのような機会を通じて、

三重県水産研究所の技術開発成果について、紹介していきたいと考えています。また、魚

病や魚類養殖に関するご質問、ご要望がありましたら、尾鷲水産研究室または水産資源育

成研究課までご連絡ください。  
         
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
            写真 勉強会の模様 

イベント等の報告イベント等の報告イベント等の報告イベント等の報告




